








































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































　　　ヒ素及び　　ホウ素及び　　　　 　　　　　　　　　　1，4一ジオ　　　　　　　　　　　　四塩化炭素No　その化合物　その化合物　　 　　　　 　　　　　　　　　　キサン
　　　（mg／L）　　　（mg／L）　　　（mg／L）　　　（mg／L）
1，1一ジクロロ　シスー1，2一ジク
エチレン　　ロロエチレン
（mg／L）　　　（mg／L）
ジクロロ　テトラクロロトリクロロ
メタン　　エチレン
（mg／D　　　（m9／L）
　　　　　ベンゼンエチレン
（m9／L）　　　　（mg／L）
1
2
3
5
7
8
12
16
20
25
41
0．004
0．030
0．025
0．035
0．018
〈0．0001　　　く0．005
＜0．0001　　　く0．005
〈0．0001　　　く0．005
＜0．0001　　　＜0．005
く0．0001　　　く0．005
＜0．0001　　　く0．005
〈0．0001
く0．0001
＜0．0001
〈0．0001
〈0．0001
〈0．0001
＜0．0001　　＜0．0001　　＜0．0001
＜0．0001　　〈0．0001　　＜0．0001
＜0．0001　　〈0．0001　　〈0，0001
〈0．0001　　〈0．0001　　〈0．0001
＜0．0001　　〈0．0001　　く0．0001
＜0．0001　　く0．0001　　〈0．0001
＜ ． 001　　〈0．0001
＜ ． 001　　〈0．0001
〈 ． 001　　＜0．0001
＜ ． 00ユ　　〈0．0001
． 012　　〈0．0001
＜ ． 001　　＜0．0001
水道水　　　0．01以下　　1以下　0．002以下質基準 0．05以下　0．02以下　0．04以下　0．02以下　0、01以下　0．03以下　0．01以下
表6　水質調査結果（消毒副生成物）
　　クロロ酢酸　　　　　　　　ホルムNo
　　　（mg／L）　　（mg／L）
クロロ　　ジクロロ　　ジブロモ
酢酸　　クロロメタン
（rng／L）　　（mg／L）
臭素酸　　　　　メタン　　　酢酸
（mg／L）　　（mg／L）　　（mg／L）
総トリハロ　トリク甲南ブロモジク　プロモ　　ホルム
ロロメタン　ホルム　　アルデヒド
（mg／L）　　（mg／L）　　（mg／L）
5
7
8
9
14
37
38
41
く0．002
く0．002
く0．002
く0．002
く0．002
＜0．002
く0．002
＜0．002
〈0．0001
〈0．0001
〈0．0001
く0．0001
〈0．0001
　0．0002
　0．0002
　0．0005
く0．004
く0．004
〈0．004
く0．004
く0．004
く0．004
く0．004
く0．004
〈0．0001
＜0．0001
＜0．0001
く0．0001
　0．0003
　0．0003
　0．0003
〈0．0001
く0．001
く0．00！
く0．001
く0．001
〈0．001
く0．001
＜0．001
　0．001
〈0．0001
＜0．0001
〈0．0001
＜0．0001
　0．0007
　0．0009
　0．0007
　0．0005
く0．0幽
く0．02
〈0．02
〈0．02
く0．02
く0．02
く0．02
＜0．02
＜0．0001
〈0．0001
〈0．0001
＜0．0001
＜0．0001
　0．0004
　0．0002
＜0．0001
＜0．0001
く0．0001
〈0．0001
＜0．0001
　0．0004
＜0．0001
〈0．0001
＜0．0001
く0．003
く0．003
く0．003
く0．003
く0．003
く0．003
〈0。003
く0．003
水道水　　　0．02以下　0．06以下　0．04以下質基準 0．1以下　0．01以下　0．1以下　　02以下　0．03以下　0．09以下　0．08以下
一11一
めである．本調査では，すべての湧水施設においてその濁
度は0．1度以下であり，クリプトスポリジウムによる汚染
の可能性は認められなかった。
3）水質主要成分
　各成分の濃度は，ナトリウム2．4～35．2mg／L，カリウ
ム0．4～11．2mg／L，カルシウム0．7～34．2mg／L，マグ
ネシウム0．7～12，31ng／L，塩化物イオン1．5～85．4mg／
L，硫酸イオン0．5～74．51ng／L，炭酸水素イオン
12．8～78．7mg／しであり，いずれの成分も広い濃度範囲
に分布していた．
　道南，道東の幾つかの湧水施設で，水道水質基準が設定
されているナトリウム及び塩化物イオンの濃度が比較的高
く基準の1／10を超えていたが，水質基準を超過する施設
はなかった．カルシウム及びマグネシウム濃度から算出さ
れる硬度は7．5～118．6mg／しの範囲であり，硬度につい
ての水道水質基準（300mg／L）を超える施設はなかった．
4）施設周辺の状況により選定した水質調査項目
　調査対象とした湧水施設のうち，温泉地の近隣にあり地
質的にヒ素濃度が高いと懸念される1施設についてヒ素を，
海岸付近に存在するためホウ素濃度が高いと懸念される4
施設についてはホウ素を調査項目として追加した．表5に
示すように，それらの濃度は水道水質基準と比べ，特に問
題となるものではなかった．
　また，近隣にガソリンスタンド，クリーニング店等が存
在する6湧水施設については，ベンゼン，トリクロロエチ
レン等の有機化学物質8種について調査を行った．その結
果，1施設においてトリクロロエチレンが0．0012mg／L
検出された以外は，いずれも定量下限値未満であった．
5）消毒副生成物
　塩素滅菌装置を設置してある8湧水施設について行った，
消毒副生成物10項目の調査結果を表6に示す．4湧水施
設において，クロロホルム等のトリハロメタン類が低濃度
で検出されたが，総トリハロメタンとしては，いずれの施
設も水道水質基準の1／100以下であった．ク潮目酢酸類，
臭素酸及びホルムアルデヒドは，調査したすべての湧水施
設において定量下限値未満であった．
　本調査により，数カ所の湧水施設で導水管破損等，不適
切な衛生管理の状況が確認され，1湧水施設が大腸菌検出
により飲用不適と判断された．その他の湧水施設について
は，衛生管理，水質とも概ね適正と認められた．衛生管理
状況が不適切であった湧水施設については，設置者に対し
て保健所により速やかに指導が行われ改善が図られた．飲
用不適とされた施設についても，保健所の指導により，飲
用の際は煮沸するよう表示するなどの改善措置がなされて
いる．
　天然水の水質は常に一定というものではなく，本調査の
結果は各湧水の安全性を将来にわたって保証するものでは
ない．天候状況による水質の悪化や，周辺環境の変化によ
る水質汚染発生の恐れも想定されるため，今後も定期的な
水質検査と注意深い衛生管理が必要である．
要 約
　北海道内の53湧水施設を対象として，周辺環境調査及
び水質調査を実施した．周辺環境調査により，1施設で導
水管の破損が認められた．また，数施設で野生動物の侵入
の形跡，ゴミの散乱等が認められた．水質調査の結果，1
施設で大腸菌が検出され，飲用不適と判断された．その他
の48湧水施設では，一部に硝酸態窒素及び亜硝酸態窒素
濃度が比較的高い湧水施設があったが，飲用上特に問題と
なる施設は認められなかった．
　稿を終えるにあたり，調査にご協力いただきました道内
各保健所，各湧水施設の関係各位に感謝いたします．
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